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この報告山は、昭和58年度から 3ヵ年を

竹して、福井市安波賀町字武者野 ・上武者

野地藉で実施した国道158号線改良工4iに伴

う発掘調査の報店である 。

2. これらの地藉は朝倉氏追跡と深い1具l辿か‘

あるから発掘調在は、 伽井県立朝倉氏逍跡

資料館か担当した。

3. 発掘調企は、朝倉氏辿跡査料館の文化財

調壺員全員であた り、執平・編集は水野和雄

が担当した。

4. 調査を実施するに際して 、fi,1井県教宥庁文

化課をはじめ、幅井県土木部、福井土木半

務所、前田建設工業株式会社、 地元の方々

から多大なこ理解と ご協力 を賜った。記し

て感謝の店を表 したい。



は じ め に

武者野地域は、天正元年織田信長の侵攻により、朝倉義景が一乗谷城をすてて大野に落

ちのびる際、わずかな家臣と家族とともに通過したであろうと推察されるところである。

福井県では、福井一大野間を結ぶ国道158号線の交通量緩和をはかるため、宿布から足羽

川をまたぎ田尻にぬける橋とトンネルの工事を計画したか、そのルートは武者野地域を通

ることにな った。昔からここには刑場かあ ったとか、火伴場があ ったとかのいい伝えかあ

り、 室町期の石仏も所在する。また特別史跡指定地の隣接地でもあり、 字名からも何らか

の遺構の存在かうかかわれ、工事前に発掘調査を実施することにな った。

建物の跡は検出できなかったか、朝倉氏時代の火葬場の跡か確認され、戦国城下町の近

辺にそのような施設も備わ っていたことか判明した。遺物も朝倉氏遺跡出土のものと共通

のものか多く、この地域まで朝倉氏逍跡を拡大して考えてもよいのではないだろうか。

なお本事業の実施にあたり 、関係各位の方々、地元の皆様には大変お世話になりました。

厚 くお礼申し上げる次第です。

昭和61年3月

朝倉氏遺跡資料館長

藤原武
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位置 と歴 史的 環境

武者野追跡は、福井市街より東南約10kmの所、吉野ヶ岳と一乗城山とによ ってはさまれた狭

い谷あいを流れ下る足羽川左岸のわすかな平地に所在する 。この地より西南0.8kmの至近距離に

は、戦国城下町として全国的にも 著名な特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡かある。また 、武者野逍跡

の対岸には 、福井と大野とを結ぶ往遠道である美濃街道（古くは羽生道といい、現在は国道158

号線）か通ってお り、 下新橋の所で足羽川の左岸へ渡っている。このルートは比較的新しく、

朝介氏の領国経営か行われていた頃には、 一乗谷へはまず成願寺で朝倉街道から分かれ、篠尾

（高尾）を過ぎ、前波の渡で足羽川左岸に着き、安波賀から一乗谷へ至るルートか主であ った

と考えられる。このルートは、さらに足羽川の左岸に沿って武者野から田尻 ・市波、もしくは

-らお')

武者野から背後の葛折の山道を越えて、 三万谷から田尻 ・市波に通じており、当時の幹線道路
IIラオリ

とみることができよう 。春日神社本 『朝倉記』によれば「御馬二被召安波賀之村ヲ打過テ、九折

ナル羅之道峙寄ヤ谷ヲスコスコト行ハ暴風之身二入テ名ニン応タル鳴瀧モヨシャソレ共ワカス

田尻之村之細道二折レ臥ス草ノ露涙、湿タル袖之打続ココロ宇坂市波ヤ……」の記載かある。

朝倉義景か大野へ落ちのびる際、馬に乗って安波賀下城戸を出発し、足羽川左岸の曲りくねっ

た道を 田尻 ・市波へと進んでい った様子が知られる 。一乗谷を中心にして美濃街道のルート を

わIこし

考えれば、前波の渡から以東は足羽川左岸の武者野を通るルートか、も っとも妥当と考えられ

るのである。なお、武者野 ・上武者野との字界から、東の尾根に向って進むと、曲りくねった

山道がある 。道脇には朝倉時代の石仏か確認でき 、頂上には祠もまつられていて、 三万谷へ通

じる近道としての古道であ り、 朝倉義景は途中から この道を利用した可能性も考えられる。

武者野遺跡の所在する平地部は、

足羽川と一乗城山の北尾根とによ っ

てはさまれた東西約100m、南北約

400 m (4ヘクタール）の地で、現

在は水田や畑とな っている。北半分

は、東側から上武者野 ・三切、南半

分は坂尻 ・武者野という合計4つの

字名からなっている。当初平地部に

トレ ンチを入れたか、山裾や山の中

腹にかけても 、狭長で人工的な平坦

地かみられたため、曲輪と推定して

調査をその部分にまで拡大して実施

した。
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武者野遺跡遠景



遺跡の概要

武者野の地は、戦国城下町一乗谷朝倉氏遺跡の背後にあるため、今まであまり 注目される所

ではなかった。青山作太郎氏は『一乗谷朝倉史跡 ・伝説』 という著書の中で、この地に伝え ら

れた伝説を 3編収録している。①天正 5年12月6日の夜半、安波賀に住む福阿弥か武者野を通

りかかると、幽霊が現われ福阿弥に語る所によると 「予は13年以前冤罪を以て刑に問われ、こ

の近くの谷に骸骨をさらされ、六道の巷に迷い、 瞑恵の姻寸時も止まない。今月今日13回の忌

日に当っている。我身縁者かない故、看経する者かない。願わくば汝予のために回向を穎む」

といって畑の中にある岩の上に腰かけて話しかけた。福阿弥はこれを聞いてあわれに思い、持

っていた鏡にて谷川の水を〈みこれを与え「光明遍照十方世界念仏象生摂取不捨」とお経をと

なえると 、幽霊はたちどこ ろに其の功徳に よって光明赫々として、姿は消え失せた (93頁）。

②人切場として、安波賀の三切地籍、県道沿いより約300mの谷一帯を 、土谷と称し ている。谷

川の流れる所をつたって登り、右手の場所に10mばかりで3方を土塁とした個所がある。朝倉
どたんば

時代の斬罪の場所と言われ、其の名も土谷と呼ぶ。人生の最後の時点を、 村人は土谷場と 言う

所から、 山の名称も土谷と呼称されるに至ったものではあるまいか (94頁）。 ③安波賀武者野

の地続きに三昧谷と称へられている谷かあって入口は朝倉当時の三昧であったと伝えられて現

今も谷川から白骨が現われたり、付近から石仏が発見されたりする(111頁）。以上 3編の伝説は

いずれも朝倉時代この地か刑場 ・人斬場 ・三昧というように、人間の死に関わる場所として土

地利用されてきたことかうかかえて興味深いものがあるといえよう 。

発掘調査は、平地部 2ヵ所と、山腹にみられた狭い平坦面12ヵ所にトレンチを入れてみるこ

とから始めた。

調査の経過

福井県土木部は、福井一大野間を結ぶ国道158号線の交通醤緩和を計るため宿布から足羽川を
ま,,
跨ぎ、一乗城山の北尾根にトンネルを設け、 田尻へ通じる路線を決定した。上武者野地籍は、

朝倉氏遺跡に近く、関連の遺構が存在する可能性も懸念されたため、福井県教育委員会と福井

県土木部とで再三協議を重ねた結果、 トンネル掘削、橋脚やとり付き道路の付設工事に伴って

破壊される場所を、昭和58年度から 3ヵ年かけて事前調査することになった。発掘調査は、福

井県立朝倉氏遺跡資料館が主体となり、第 1次調査 （朝倉氏逍跡の第47次調査）は、橋脚付設

予定地約100面を昭和58年11月、第 2次調査 （同第48次調査）は、 トンネル入口付近と北側とり

付き道路予定地270m'を昭和59年4月、第 3次調査（同第53次調査）は、南側とり付き道路予定

地約200m'を昭和60年12月に、それぞれトレンチ調査を実施した。

- 3 -



第 2図 武者野遺跡卜 レンチ配置図
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発掘 した遺構と遺物

第 1次調査

かや

上武者野地籍に約1000面の茅の繋茂した荒地かあり、ここか橋脚建設予定地となっていた。

調査は、荒地のはは＇中央に東西約 36m、幅3mのトレンチを設定し、南方9mの所にも l.5X3m

のグリソドを入れ、遺構の有無を確認することにした。 トレンチの土層観察の結果、枯本的に

は上から表土 ・ 黄褐色士 ・ 灰褐色砂質土•青色砂混り粘質土 ・ 褐色砂の順に堆積しておリ、鉄

分か多く締った褐色砂か地山に相当するものと考えられた。地表面は平但であるか、貨褐色土

より下位ては、山側が薄く、川側か庫く堆柏しており、足羽川の氾濫のたびに土砂か自然堆栢

した状況かよく理解された。逍構も全く検出てきなかった。

出土逍物は、その大半か表土中て採集された。土師器梨片をはじめ、奈良時代末から平安時代

にかけての須恵器杯 ・蓋 ・鉢、南北朝から室町時代の越前焼甕．鉢、灰釉の瓶の注口部破片、

鉄釉碗、中国製白磁皿 ・染付皿、伊万里碗などか少しつつみられた。灰褐色砂質土の最下位か

らは、 弥生式土器の痰か 1個体分比較的ま とま って出土した。この梨は 、口径15cmて胎土に砂

を多く含む。内面は黒すんておリ、余斗め方向に悦く削っている 。外面には斜め方向の削壬目か

施され、屈部に刻み目文様かみられる。口緑部は、複合口緑て端部は丸く、外血に弱い凹線か

3条めく っている。弥生時代後期頃の梨といえよう 。

第3次調壺

止し者野地籍南端とトンネル出口南側付近に逆 L 'j•:~人と 2 本の I'j•：状トレンチを入れた 。 最初

3本の トレンチとも人力で表上の一部を除士、したか、 1片の』物も出土しなか ったため、爪機

を使って50cmつつ廿渾に約 4Ill 1/叫リ下けた。その結果、それそれの谷からの土砂による自然堆

{hて、迅構は令く存介しなか った。

ク／／ノ’/ ／ 9 

口 こ二三／一
\＝=〗ニニエ 。

第3図 第 1次調査出土遺物

5 cm 

第 1次調査区全景（東から）
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第 2次調査

第 1• 2トレンチ トンネル1}』削予定地と橋脚

予定地とのはは中間あた りの山腹には、 7~10 

ヵ所の狭い平•JEI 血かみられた 。 4 ヵ所の平坦地

以外は、プルドーサーの器材搬入路として削平
〈るわ

されていた。この平廿1地か、曲輪である可能性

かあるため、 2本のトレンチを入れた。深さ約

1.5m掘り下げた結果、層位は表土 ・明褐色土 ・

黄色枯質土 ・灰黄色山土 ・暗褐色土 ・地山とみ

られる戟土の順であ った。第1トレンチの中央

部の表土直下から 、一辺30-40cm、また東へ

1. 2 mの所でも一辺25cmの石か検出され、礎石の

可能性も考えられたか、他に全く逍構 ・沿物か

検出されす、曲輪てあるかどうかは不明であ っ

tヽヽ
0

第3トレンチ トンネル掘削予定地の山裾に南

北方向のトレンチを入れた。このトレンチは、

第 1次調査地、点に近いこともあ って、よく似た

層）ー「てあ った。土帥器 ・須、も器 ・土師質皿など

の出土も、第 1次調介と同様てあ った。逍構の

有無は不明てある。

第5 • 6 • 7トレンチ トンネル掘削予定地よ

り約50m北側に、谷川か束から流れ出ている所

かあり、 小さな谷か入り込んでいる 。この谷付
くる19

近にも、 IIli輪かとみられる平担面か約10ヵ所確

認てきた。前辿の 『一東谷朝倉史跡 ・伝説』で

いう 「土谷 ・三昧谷」は、この谷をさしている

ものと思われる。谷の北半分の所に、第 5・ 6 

• 7トレンチを設けたか、表上の下は、すく地

山とみられる黄土層となり、沿構 ・逍物は全く

検出されなかった。なお、図ホしなかったか、

その北にも第10・ 11トレンチを入れた。

第2次調査区

3トレンチ

5トレンチ

7トレンチ

石仏
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第 4図 火葬場遺構全測図（第4 • 8 • 9トレンチ）
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第4 • 8 • 9トレンチ（火葬場遺構） 谷の南

半分に 3本のトレンチを入れた。谷川は、第4.

8と9トレンチの間にある。第4トレンチは、

全体に西に傾斜し、東側では黒色表土の下は黄

色土、西側では厚い黒色表土 ・黒色土 ・黄色土

の層位であった。 トレンチ東側の地山とみられ

る黄色土は、はほ平坦になっており l.OX0.7m、

l.6Xl.Omの 2基の石敷遺構か確認された。当

初、墓地かと思われたため、石敷の下にグリソ

ドを入れたか、黄色土のみで、何らの施設も検

出されなかった。石敷遺構 lの東南方向に礎石

らしい川原石も 1石検出できた。石敷遺構 2の

西北隅に接して、南北l.Om、東西0.6m、深さ

0.85mの方形石積施設か確認された。底は平ら

な山石を敷いており、側石表面は火を受けた痕

跡かあり、火葬場遺構と想定できた。 トレンチ

中央部は、黄色土か傾斜しており 、西側では、

厚い黒色土中か ら、人頭大の石や火を受けた人

骨片か多量に検出できた。石の多くは、斜面か

らの転石と思われるか、それらを除去する際、

2 ・ 3段の階段らしい石列や、斜面に沿った階

段の側石列らしい様相も認められた。このこと

から、第 8トレンチを含めて、谷の上に位謹す

る火葬場へ至る道と考えることも可能となった。

第9トレンチは、地形の制約で3角形のトレン

チになったか、厚い黒色表士 ・黒色士 ・地山と

みられる黄色土の層位か確認できた。また、黄

色土を浅く掘りくぼめた 3ヵ所のピ ットか検出

され、多数の山石かみられた。第4 ・ 9トレン

チは、とくに黒色土か厚く、その全域から、焼

けた大最の骨片と土師質皿、銅銭などか出上し

たことから 、火葬場と、それに伴う施設のあっ

たことか判明したといえよう 。

第2次調査区

4トレンチ 階段状遺構石積施設
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第2次調査出土遺物 第4 • 8 • 9トレンチからは、コンテナバソト2箱分の逍物か出土した。

全て、黒色表土 ・黒色土中からである。まず、第 4トレンチの東側平坦面からは 、若干の土師

質1111・骨片か出土し、銅銭も 3点 （開元通宝 ・元祐通宝 ・政和通宝） 出土した。方形石栢施設

内にも黒色土がつま っており、わすかな土師質1111と骨片が確認できた。 トレンチ中央部の斜面

からは、逍物は全く出土しなかった。西側の厚い黒色土中からは、土師質皿・ 骨片か多数出土

した。銅銭は 1枚 （永楽通宝）だけで、他の遺物としては、越前焼播鉢 l、鉄釉皿 l、青磁花

つばさ さざんか

生（？）の頸部片、それに茶 ・椿 ・山茶花などの種子が 3個出土した。第8トレンチからは、

土師質皿若干と骨片 2か出土したのみである。第9トレンチでは、ピ ノト内につま った黒色土

から土師質皿・ 骨片などが大量に出土した。また、銅銭 （判読できたものは開元通宝 3、景徳

元宝、祥符元宝、天聖元宝、元豊通宝、洪武通宝）も合計14枚みつかった。他の逍物としては、

越前焼壺片 2、染付皿片 l、鉄釘 5、石製火炉 （バンドコ ）、炭片などが出土した。

銅銭は、朝倉氏逍跡出土のものと全く同じ銭種であり、異種銭は認められなかった。また、

多〈出土した土師質皿も、朝倉氏逍跡出土のものと全く同じ胎土 ・手法で作られており、 C類

とD類に相当するものかはとんどであった。曲げた肘に押しあてて型どりした手づくねのB類

は、 1点確認されたにすぎない。C ・ D類は、朝倉氏逍跡では半数近くに灯心油痕か認められ

るのに対して、武者野遺跡の場合は 、わずか 4片にしか油痕は認められなかった。このことは

当該遺跡においては、灯明皿として使用されたのではなく、酒杯あるいは盛皿として多く使用

されたことを示しているといえよう 。

’ ` 云

lfr 

第2次調査 火葬場遺構出土遺物
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第 5図 第2次調査・火葬場遺構出土遺物
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ま と め
第6図銅銭

ふしゃの

武者野逍跡という名称は、今回調査を実施した各トレンチのうち、第 4・ 8 ・ 9トレンチを

中心とした狭い谷をも って今回使用するものとする 。この谷は、 「土暮 ．三昧谷」などとも 言わ

れ、地元では骨片か出ることでよく知られていた。調査開始前には、 一帯に骨片の混った黒色

表土か厚くみられ、第 4 トレンチ付近に 「~ 衆生」銘をもつ朝倉時代の

石仏 （地蔵菩藷）かあり、第 7トレンチの西約12mの所にも 「東訓永禄六八月十三日」銘の石

仏 （地蔵菩薩）、また、県道沿いにも 「東訓仁二」 銘をもつ石仏 （地蔵菩藷）か小祠に安罹されて

いた。以上のことから、当初は小寺院あるいは墓地の可能性を想定し、発掘を開始した。

しかし、調査の結果、礎石建物や埋葬施設は全く確認されす、方形石柏施設・石敷遺構 2.

階段状逍構か検出され、また、焼かれた人骨片か、黒色士中にかき出され堆梢したような状態

で出土したことなどから、火葬場であることか判明した。さらに 、土師質皿をはじめ、武者野

遺跡から出土した遺物は、至近距離にある一乗谷朝倉氏遺跡出土の遺物と全く同じであること
かなまた

も明らかとな った。一乗谷周辺では、鹿俣の慶楽の 「五 （郷）三昧」と称される場所か、やは

り白骨や墓石破片が出、朝倉時代三里四方から死人を葬った所と伝えられている 。いずれにし

ても、 一乗谷に朝倉氏の戦国城下町か形成され、万を下らないといわれる人々か生活していた

都市の外辺に、この武者野遺跡をはじめ、いくつかの火葬場が経営されていた事実は、戦国城

下町の実像を具体化する上で重要な意義を有しているものと思われる 。

現在、武者野遺跡は、国道158号線改良工事とそれに取り付く新設道路の工事によ って削平さ

れ姿を消した。道路の傍に立つ地蔵菩薩のみが旧事を伝えているにすぎない。
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